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. はじめに






















調査対象は, 政令指定都市 Y市 Z 区で, ボランティ
アを長期間行っている人々 (40 歳代～70 歳代までの男
女計 9名) を対象とし, 半構造化インタビューを行う.
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マットに落とし, 分析を試みた. 本稿では, A 氏の分


























氏 名 出身地 同居家族 仕 事 ボランティア活動
A氏
(70 歳代・男性)
関東地方 妻 元会社員 子育てサロン等
B氏
(50 歳代・女性)
Y市近郊 夫, 長男 自営業 リラクゼーション
C氏
(60 歳代・女性)
九州地方 長男, 次男 元自営業 福祉啓発活動等
D氏
(70 歳代・女性)
関東地方 夫, 長女, 長男 主婦 福祉啓発活動等
E氏
(60 歳代・女性)
Y市近郊 夫, 姑 元会社員 民生委員等
F氏
(60 歳代・女性)
Y市内 夫, 次女の夫婦 主婦 民生委員等
G氏
(60 歳代・女性)
Y市内 単身 元自営業 傾聴ボランティア等
H氏
(70 歳代・男性)
関西地方 妻 元会社員 傾聴ボランティア等
I氏
(40 歳代・女性)





















































































































































































































やって, V 施設でも年に 2 回, 夏の冷たい












































































A氏は, 自己のボランティア体験を振り返り, 満足感を感じている｡ またA氏は, 自らが行っている活動に他
者を誘ったところ, その他者から感謝を受けた｡ Ａ氏が所属していたボランティアグループは, 新メンバーと旧
メンバーのボランティアに対する意識の差がうまれ解散することになった｡ Ａ氏は, 自らが行う活動は自己学習
的なものではなく, ボランティアであるというポリシーを保持しており, グループ解散後も志の高い仲間とともに






















































































































今回, 分析方法として用いた SCAT 法は, 考案者の
大谷9)によれば, この手法を記した論文のダウンロード
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A氏 内発的活動型 自己評価 ・ 活動評価 ・ 仲間意識の高揚
B氏 内発的活動型 自己評価 ・ 活動評価 ・ 人間関係拡大 ・ 知識・情報の蓄積
C氏 外発的活動型 人間関係拡大 ・ 仲間意識の高揚
D氏 外発的活動型 知識・情報の蓄積
E氏 内発的活動型 自己評価
F氏 社会関係構築型 自己評価 ・ 人間関係拡大
G氏 内発的活動型 自己評価 ・ 仲間意識の高揚 ・ 知識・情報の蓄積
H氏 社会関係構築型 自己評価 ・ 知識・情報の蓄積
I氏 社会関係構築型 仲間意識の高揚 ・ 人間関係拡大
